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論 文 内 容 の 要 旨
序章 「北京遷都研究序説」 では、始 めに、1930年 代以来現在 に至 るまでの 日本及び 中国 を中
心 とした北京遷都研究 の学説史的整理 を行 い、大 き く3つ のアプローチ に分 けて紹介 した。第
一 の 「靖難 の役」研究か らのアプローチ には、呉晧 の北辺 防衛 を重視す る研究、張変善や朱鴻
に見 られ る永楽帝 の心理や性格 を重視す る研究が ある。 これ らの研究 には、北京遷都 をめ ぐる
さまざまな問題群 を永楽帝(燕 王)の 時代 に閉 じこめて しまう傾向 を持 って いた。第二 の初期
明朝政権確立過程か らの アプ ローチ には、萩原淳平 の永楽期 にお ける政治体制 の確立 を主張す
る研 究マ フ ァー マー の首都 の位置 選択 と王朝 の政治体 制確立 の問題 を関連 させ た地政学 的研
究、檀上寛の洪武か ら永楽へ の推移 を一貫 した専制支配体制 の確立過程 として捉 える研究な ど
が ある。 これ らは、軍事や社会経済、地政学的観点 を考慮 に入れた広義 の政治史 と して評価す
ることがで きる。 しか し、洪武 ・建文 ・永楽 と続 く初期明王朝 の歴史的展開 を、断絶 と捉 える
か連続 と捉え るか を判断す る一指標 として遷都問題が取 り上げ られ たにす ぎず、北京遷都 の歴
史的経過の全体 に対 して十分な検討がな されて きたわ けではなか った。第三の 中国近世社会史
や東 アジア世界の展開か らのアプ ローチ には、北村敬直 による銀経済 の国内的契機 と して遷都
を位置付ける視点、宮崎市定や杉 山正明 の元 ・明の連続性 を重視す る視点、閻崇年 を始め とす
る中国の研 究者 に多 く見 られ る多民族国家形成 を重視す る研究があ る。近年あ らためて注 目さ
れて いる これ らの研 究は、従来の断代史的研 究や一国史的研究の問題性 を見直 し、漢族 中心主
義の陥穽 には ま りがちな中国史研 究 を相対化 しよ うとす る志向性が見 られ る。
以上のよ うな研 究史の展開 を踏 まえた うえで、本論文では、二つ の課題 を設定 した。第一の
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課題 は、従来一つ の政治史的事件 として扱われて きた北京遷都 を、洪武 ・建文期か ら永楽 ・洪
煕 ・宣徳 ・正統年 間まで を視野 に入れ た初期 明朝政権 の確立過程 の中に位置付 ける ことで ある。
と くに、靖難 の役後 に成立 した永楽 政権 の下 で進 め られ た南京 と北京 の 「両京体 制」 の創始
(1403)か ら 「北京遷都」(1421)の 実現 にいた る過程 と、そ の直後 の奉天殿 を始 め とす る三殿
の焼失 に端 を発 した首都北京 の地位の動揺、永楽帝 の死後 に洪煕帝 によって下 された 「南京還
都」の決定(1425)、 さ らには宣徳帝の もとで進め られ、英宗即位後 の正統6年 に確定す る 「北
京定都」(1441)と い う、紆余 曲折 をへた一連 の過程 に着 目し、首都北京 の成立過程 の全体像 を
実証的 に明 らか にす ること。第二 に、 これ らの作業 のうえ に、政治は もち ろん経済 ・社会の全
般 にわた るシステム の変更 を引 き起 こした北京遷都 の歴史的意義 を、初期明朝政権 の確立過程
のみな らず、元 ・明の連続性、ひいては 中国近世史 の展開 というような垂直軸 と、東ア ジア世
界の展開や諸民族の動向 というよ うな水平軸の交 差す る中 に位 置付 けることであ る。
課題設定 に続 いて、考察 に用 いる実録や正史 ・野史 ・地方志 ・文集な ど、それぞれの レヴェ
ルの史料 の性格 について概括 した。 さらに、永楽 初年か ら正統 年間 にいたる首都移転の過程 を、
政治社会 史的視点か ら辿 ろうとす る場合に、その中心 とな る永楽遷都プ ロジ ェク トに関す る根
本史料で ある 『太 宗実録』 の史料 的不備 という問題 につ いて検 討 を加えた。そ の結果、 『太宗
実録』 を北京 で編纂す る にあたって、 遷都後 もそ の まま南京 に保管 されていた膨大 な奏本 その
他 の官文書か らなる棺 案類 を十分利 用できなかった ことを明 らか にした。
第一章 「初期 明朝政権 の建都 問題」 では、永楽帝 が行 った北京 遷都 の歴 史的意義 を初期 明朝
史の中に位 置づける前提 として、 洪武帝晩年 のいわ ゆる 「北方遷都計画」について検 討を加え
た。呉晧 の研 究以来、近年の檀上寛 に至 るまで、洪武24年(1391)の 皇太子朱標 の陳 西派遣 の
事実 は、 洪武帝 自身 も晩年に至 るまで 北方 への遷都 を企 図 して いた ことを示 す もの と理解 され
てきた。 しか しなが ら 『明史』巻115、 朱標伝 の記述 を実録 な ど関連史料 によ り検 討 した結果、
この時期 には、 西安 に王府 を与 え られ た秦王 の政治 的過失や太原 に王府 を与 え られ た晋王 の謀
反 の告発 が行 われ るな ど、就藩か ら10年 を経過 した諸王封建体 制にさまざまな問題 が生 じてい
た ことが 明 らか となった。皇太子派遣 の 目的 は、首都 を南京 に置 くことを前提 として北辺 を中
心 に配置 され た諸 王封建体制 の抱 える諸 問題 の調整 と北辺 防衛 の視察 にあった。
また洪武年 間にお ける首都南京 の建設過程 を検討す る ことによって、皇太子 が陳西へ派遣 さ
れた24年 の段 階は、8年 に中都(現 在 の鳳陽)建 設が 中止 され た結果、大 内宮殿 の改建や孝 陵
の造営 な どが行 われて 首都南京全般 のイ ンフラ整備 が最終段 階に達 していた時期 であ り、南京
以外 の地へ の遷都が再浮 上す る可能性 も極 めて少 なか った。そ の うえ、皇太子派遣 のひと月前
の7月 には、南京へ の富 民層 の強制移住が実施 され た。移住 の担 当官庁が工部で あった ことか
ら知 られ るよ うに、 この強制移住 は南京 の都市建設 と密接 に関わ る もので あった。洪武帝 の指
示 によって決定 した この富 民移住は、帝 自身が 当時、南京建設 に全 力を傾 けて いた ことを示す
もので ある。以 上で明 らかにした諸事実か ら、洪武11年 以降、洪武帝が南京 を首都 とした国家
体制 を確立 しよう としていた ことが あ らた めて確認で きた。
第二章 「明初燕王府 をめ ぐる諸 問題」で は、洪武年 間以来北平(の ちの北京)に 置かれ た燕
王府 につ いて考察 した。太祖 の第4子 朱様(の ちの永楽帝)は 、洪武3年 燕王 に封 じられた。
そ の後、洪武13年 に北平城 内に設 け られた王府 に赴 き就藩 した。燕 王府 の所在地 につ いては、
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朱僕 の研究 に代表 され るよ うに、紫禁城内の太液池西側、 いわ ゆる 「西苑」 の地 に置かれて い
たと従来理解 されてきた。近年 これ に対 し、王僕子及び王剣英 によって太液池東側 にある元朝
の大内宮城 に置かれていた とす る新説が出 されて、論争が続 いて いる。
本章では、最初 に 『太祖実録』 所載の関係史料、及び高麗末期の権 近 「奉使録」な どの高麗
使節が記録 した関係 記事 とい う二つの方向か ら検 討 した。 これ によ り、燕王府が元朝 の旧薫將
内に置かれ、その宮城が太液池 東側の大内宮城に建て られていた ことを確認 した。次 に、朱隷
の北平分封 と燕 王府 建設過程 について考察 した。永 楽年間に編集 し直された現行の三修本 『太
祖実録』 に描 かれ た燕 王朱様 に対 する洪武帝 の分封 当初か らの特別な厚 遇は、事実 とは見なせ
ず、 分封か ら就藩 までは、秦 王、 晋王、燕 王の三王 ともに同等な扱いがなされて いた ことを明
らかに した。元 の故 宮が燕 王府 に利用 されたの も、新 たな土 木工事 を極 力抑えよ うとする財政
的判 断が優 先された ためで、護城河 は設 け られず、太液池東側 の元朝 の大 内宮 城を改造 した王
城 と、元朝 の薫橋 をそ のまま利用 した周垣 との二重構造か らなっていた ことを指摘 した。
第三章 「北京遷都」 では、永楽 北京遷都 を明朝最大 のプロジ ェク トと位 置付け、北京 営建の
範 囲を狭義 の宮殿建設 に限定す るこ とな く、関連す るさまざまな建設工事や 政治 的事件 を総体
として捉 え、遷都実現 に至 る過程 の全体像 を再構 成 した。そ の際、 〈ひ と〉 と 〈もの〉 の移 動
に注 目した。具体的 には、 〈ひ と〉 の移動で は、工事 に動員 された工匠や 人夫のみ な らず 、官
僚や軍 隊、 さ らにはそれ らの頂点 に立 つ皇帝 自身も、遷都以 前か ら 「巡狩」 とい う名 目で移動
レンガ
して い た。 〈もの〉 の 移 動 に は、 大 木 や 碑 瓦 の よ うな 建 設 資 材 は も ち ろ ん、 工 匠 や 軍 隊 ・官 僚
ひつぎ
を養 うに足 る食糧、 さ らにはプ ロジェク トの最 中に亡 くな った徐皇后 の梓宮 も含 まれ る。
以下では、永楽遷都プ ロジェク トの実現 に至 る全過程 を、次 の四つの段 階に区分 し、 これ に
前段階 と して の靖難 の役終結後 の戦後復興策が取 られ た時期 を付 け加 えて考察 した。
前段階 に位置す る靖難の役後の復興策では、戦後 の北平地域 にお ける農業 生産や社会経済面
での荒廃 を一瞥 した のち、税役免除や耕牛 ・交紗 の賜給な ど各種 の賑仙政策 の検 討か ら、 永楽
5年 ごろまで戦後復:興政策が ほぼ一段落 した ことを指摘 した。 また戦時下体制 で肥大化 してい
た軍隊 を養 う軍餉不足 を補 うため に取 られた開 中法 による北 平各倉へ の米穀納入や罪 囚者 によ
る輸米蹟罪 を取 り上げた。 さらに田土 の荒廃 を回復す るた めに行われた北平へ の移 民政策 とし
て、罪囚者や一般民戸、衛所の屯 田につ いて考察 した。
第一段 階 「南 北両京体制 の施行」(洪 武35年7月 ～永楽4年 閏7月)で は、永 楽元年正 月13
日、 南郊の儀式 を終えたのち に決定 した北平 の北京へ の昇格 によって開始 され た両京体 制以後
の動き を考 察 した。翌2月 には、新た に北京留守行後軍都督府や北京行部が設置 され た。 これ
らの官庁は、巡幸 によ り帝が北京 に滞在す るよ うにな る以前 にあって、遷都 プロジェク トを推
進する最 も重量な役割 を果た した また燕王府では、 内官系統 の王府承奉 司を北京 内官監 に改
めるな ど、 旧王府 官の改編 が進 め られた。 この時期、燕王府 の土地 と五穀 の神 を祀 る社穫壇 の
国社 国稜 を南京 と同様な太社太 穰 に改変すべきかの検討 を帝が早 々と命 じたのは、両京体 制創
始後 の次のステ ップ となる北京 巡幸 に対す る帝 の強 い意志がそ の背景 にあった。両京体 制にお
いては、早い段階か ら巡幸はすで にそのプ ログ ラム に入 って いた。 にも拘わ らず、す ぐに実行
に移 せなかったのは、 南京 に新 た に乗 り込んで即位 した永楽帝 にとって、そ の権 力基盤 を固め
るのに一定の期 間を必要 としたか らであった。帝は即位直後 に王妃徐氏 を南京 に呼び寄せ て皇
后 に冊立 し、 翌永 楽元年 には皇長孫謄基 を呼び寄せた。 さ らに2年 には、世子高熾 と第 二子 の
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郡王高照 を呼び寄せ、世子高熾 を皇太子 に、高照 を漢王 に、第三子高燧 を趙王 にそれぞれ冊立
した。世子 を南京 に呼び寄せ るのが一年以上 も遅れた のは、北京 の守 りを固め る必要 とともに、
永楽帝 自身が皇太子 の決定 に頭 を悩 ましていたか らであ った。本来であれば、 年長の世子高熾
を皇太子 に立てて 当然であ るが、帝 には 自らに似て軍事的才能のあ る第二子高照 に期待する と
ころが あった。結局、世子 を皇太子 に立て ることを決めたのは、帝が世子以上 にその息子の皇
長孫謄基(の ちの宣徳帝)に 期待 を寄せて いたか らで あった。両京体制 とは言いなが ら、世子
や皇長孫 も南京 に呼び寄せ られた うえに、帝 の巡幸 も実現 しないま までは、 昇格 したはず の北
京の地位はか えって低下 した感 を与える。 この空 白を埋めるために、すでに南 京 に来朝 してい
た趙王高燧 に、3年2月 に改めて北京 留守を命 じる措置 を採った。
第二段 階 「北京営建工事 の開始 と第一次巡 幸」(永 楽4年 閏7月 ～!0年3月)で は、文武 群
臣の提案によ り北京 の宮 殿営建が決定 し、木材 の調 達が開始 され る以降の動 きを辿 った。 この
時決定 した宮殿 の建 設は、 遷都 のためで はな く、あ くまで も帝 の巡幸 に備 える とい う名 目で
あ った。木 材調 達 のため に派 遣 され た地 域 は、 四川、 湖広、江 西、漸 江、山西 な どの地域 で
あった。10万 人 を動員 して木材伐採が行 われた湖広 地方では、 弥勒教徒李法 良の反乱が発 生 し
た。李法 良は江 西出身で弥 勒教 を布教 して いたが、長沙府湘潭県 に潜入す る と、採木 をめ ぐる
民衆 の不満 を吸収 して7年 に反乱 を起 こした。 また全国に各種工 匠の動員 を命 じ、 翌5年5月
を期 して北京 で工事 に従事す る ことになった。軍政 系統 では、在京 の諸衛及び河 南 ・山東 ・陳
西 ・山西都 司 と中都 留守 司 ・直隷各衛 の軍士 が、行 政系統 では、 河南 ・山東 ・陳西 ・山西布 政
司や直隷 の鳳 陽 ・潅安 ・揚州 ・盧州 ・安慶 ・徐州 ・和州 の民丁が動員 され た。
6年8月 には、永楽帝 は北京巡幸 の時期 を明年春 と指示 し、礼部 に対 して事前 に実施要領 を
協議す るように命 じた。 この時期 に巡幸 の決定が行 われ たのは、 前月4日 に徐皇后 の一周忌 を
終 えた ことが関係 している。徐皇后 の生前か らすで に話題 に上 っていた巡幸 の実現が、徐皇后
の死 によ り一周忌 を迎 えるまで先延ば しになって いた。第一次 巡幸 におけ る重 要な活動 とし
て、 山陵 「天寿 山」 の造営 に着手 した ことが ある。5年7月 に徐皇后が死去す る と、 自らも葬
られ る ことになる山陵 の地 をど こに選定す るかが焦眉 の課題 とな った。帝 自身 は早 い段階か ら
北京へ の遷都 を構想 して いたか ら、山陵予定地 を、太祖 の陵墓孝陵 のある南京 ではな く、新 し
い都北京の周辺 に探 し求 めた。帝が北京 に到着 した のは7年3月 の ことで、到着後50日 あま り
で建設 に着手 した ことか ら、 山陵建設は巡幸 当初か ら予定 されて いた行動で あった。
第三段 階 「第二次巡幸 と西宮建設」(永 楽10年3月 ～14年9月)で は、徐 皇后 の梓宮 の発 引
後 に引き続 き行われた第二次巡幸 と、皇城將の整備や西宮建設 について取 り上げた。天寿山 の
完成 を目前 に して、北京川頁天府 を正四品か ら正三品衙門 に昇格 した。南京の孝陵 とは別 に北京
に長陵が設 け られ る以上、北京の地位が南京 と肩 を並べ るのは 当然 と考 え られた ので ある。 ま
た、徐皇后 の梓宮 を南京か ら遠 く離れた北京近郊の天寿 山に葬送す る準備が始 まった。翌年正
月17日 の早朝、南京で徐皇后の梓宮の発引の儀 式が始 まった。発 引か ら丁度ひ と月後 に、徐皇
后の梓宮は 出来上が ったばか りの長陵 に埋葬 された。その ころ南京では、永楽帝が北京 に向 け
て第二次巡幸 に出発 した。南京か ら北京 に至 る沿線で繰 り広げ られた皇后の梓宮葬送 とこれ に
続 く皇帝巡幸 のパ レー ドは、 当時の人 々に7年 に始 まった北京巡幸が単な る 「巡狩」 にとどま
らな いことを印象づけた。皇城焙の建設整備 にっいては、実録 には明確な記事が残 されていな
いが、 この時期 に集 中して現れ る皇城関係の記事を検討す ることによ り、12年 ごろまで に皇城
矯の整備が ほぼ終 了して いた ことを推定 した。
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第二次巡幸中の13年3月 に実施された永楽乙未科 の科挙 は、 明朝 が北京で挙行 した最初 の会
試 と殿試 とな った。 北京で初めて行 われた この会 試 と殿試 は、 とりわ け周到 な準備 のもとに進
め られた。 実施 に先立 ち合格者 の進士 に賜与す る冠服500セ ッ トを造 らせ るな ど、当初か ら合格
者の大 幅増が計画 され た。 この殿試 では、北京が文教 の中心 として の資格、すなわ ち文化的威
信を十分 に有 している ことを内外 に印象づける必要が あったか らで ある。合格発表後、帝 は こ
の科 の合格 者 リス トを永 く後世 に伝 えるべ く 「進士題名碑」 を北京 の国子監 に建て るように指
示 した。 ここに題 名録 が刻石 され るのは元 の仁宗 の時 に始 まったか ら、永楽13年(1415)に 国
子監 に進士合格者 を刻 んだ題 名碑 が建て られるのは、元末の至正26年(!366)以 来 のことで、
ち ょうど半世紀ぶ りのこ とで あった。
永楽帝 は、.この巡幸で北京 に滞在 中の14年8月 、行在工部 に命 じて西宮の建設 に着手 した。
西宮は、一時的な視朝所 として建設 された。 とい うのは、帝は これ まで洪 武年間以来 の旧燕王
府 を行在所 に改造 して滞在 して いたが、 これ を撤去 して新た に宮殿を建 設 しよ うとしたか らで
ある。従 って、西宮建設は、その後 に続 く紫禁城建設の序幕 となった。 翌月、帝 は西宮 工事が
始 まった のを見届 けると、第二次巡幸 を終え南京 に帰還 した。その間、 工事は順 調に進 み、翌
15年4月 に完成 した。
第四段 階 「紫 禁城建設 と最後 の巡幸」(永 楽14年10月 ～18年12月)で は、最後 の巡 幸 となる
第三次巡幸 とその期 間 に進め られた紫禁城建設について考察 した。14年 巡幸 中の永楽帝 の もと
に、南京 に戻った漢 王高煎の不穏 な動きの知 らせが届け られ た。漢 王の行動 に対 し疑念 を強 め
た帝 は、南京 への帰還 を決意 した。 また半年前 の3月 には、 これ まで北京居守 の任 にあった趙
王高燧 に対 して河南 彰徳府へ の改封 を命 じられ た。11月 に南京 に還 った帝 は、戸部 に命 じて漢
王 と趙 王の禄米 を1万 石 に減 らした。 これ らの措置 は、両王 の処遇 問題 に決着 をつ けよう とす
る帝 の意志の表れ であった。 同月15日 に朝政 の場 で北京営建 工事 につ いて正式 に議論 され、宮
殿 の建設 が裁可 され た。 この時点 で、 あ らた めて北京営建 のことが議論 された のは、二度 目の
巡幸が実現 し北京 の地位 は次第 に高 まって いた とはいえ、重要な決定は京師 の南京でな され る
べき とまだ考 え られ ていたか らで ある。翌年15年2月 には、 いよいよ宮殿建設 を担 当す る繕工
のポス トが設 け られ、泰寧侯陳珪 がそ の長官 に命 じられた。陳珪はそ の後、北京行後軍都督府
事 の兼掌 を命 じられてお り、工事 は引き続 き北京行後軍都督府 を中心 に進め られた。6月 に入
る と、 いよいよ奉天殿 と乾清宮 の宮殿建設が始 ま り、18年 末 に至 り工事が完成 した。宮殿の完
成 が 目前 に迫 った18年9月 、行在欽 天監が明年正 月元 旦 に、新 た に完成す る宮殿で朝賀 の儀式
を挙行す る ことを上奏 して裁可 された。ただち に、行在戸部 尚書夏原吉 を南京 に派遣 して皇太
子 を北京 に呼び寄せ る措置 をとった。11月 には、帝は明年新殿で朝賀を受ける旨の詔を全国に
発 した。明 けて19年 正 月元旦、計画 どお り朝賀の儀式が完成 したばか りの奉天殿 で盛 大 に挙行
された。早朝、永楽帝は儀式 に先立ち 自 ら太廟 に至 り、徳 祖以来太祖までの五廟 の太 皇 と太后
の神主 を奉安 した。皇太子 には、天地:壇に昊天上帝 と厚土 皇地祇 の神主 を、皇太孫 には、社稜
壇 に太社 と太穫の神主 をそれぞ れ奉安 させた。
なお、遷都以前の帝の北:京滞在期間 に注 目す ると、第 一次では天寿山造営、第二次 では西宮
建設、第三次では奉天殿の完成 によ る朝賀の決定 と、遷都 が実現 する過程 でそれぞれ 重要 な決
定が下 されて いる ことが判 る。 巡幸は、 単なるパ レー ドとしての意 味に とどま らず、 帝 自らが
北京で営建工事 を推進 してい く、いわば 「促 進剤」 として の役割 を果 た した。巡幸期 間中は、
帝は これ らの重要な決定を、帝 の独断 もしくはせ いぜ い雇従 した行在官や近侍 の官 に謀 っただ
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け で 進 め る こ とが で き た。 従 っ て、 両京 体 制 下 に あ っ て 北京 巡幸 と い う 「装置 」 自体 が、 遷都
プ ロ ジ ェク トの イ ニ シア テ ィ ヴ を帝 が 確 保 す る うえ で、 極 め て重 要 な 役割 を果 た して い た。
第 四章 「北京 巡狩 と南京監 国」で は、北京巡幸 中の永楽帝 と、南京 で監 国 として留守 をまも
る皇太子 との政治面 での権 限の分割 の実態 を考察 した。北京巡幸 は、第一次(永 楽7年2月 ～
8年11月)、 第二次(11年2月 ～14年10月)、 第三次(15年3月 ～18年12月)の3回 で、合計す
ると9年 に近 くに及 んだ。巡幸 に際 して定 め られた く巡狩事宜〉や 〈留守事宜〉 の検討 を通 し
て、権 限の分割が どのように規定 され、それが回 を重ね るご とにどう変化 したか につ いて検討
した。その結果、等 しく 「巡狩」 とはいえ第一次 ・第二次巡幸 と第三次 とでは、皇太子監国の
政治的意味合いが変化 していた こと、 名称上は まだ北京は行在 にとどまっていた ものの、遷都
を 目前 にひかえた15年 の 〈留守事宜〉 では、事後報 告を含めて、情報のすべてを巡幸先北京 の
皇帝の もとに集 中させ る体 制の確 立を強 く企 図 していた ことを明 らか にした。 しか しなが ら、
『宣宗実録』 に見える永楽17年 に刑科右給事 中李能 が奏本を勝 手に南京 に留め置 いたか どで処
刑された事 実は、 これ らの 〈留守事宜〉 の規定 に もかかわ らず第三 次巡幸の段 階で も、 あ らゆ
る奏本を北京 にすべて集 中する体 制が まだ確立 して いなかった ことが確 認され た。
永 楽帝 の在位期 間の半分 を 占めた北京巡狩 と皇太子 の南京監 国は、洪武年 間以来 の南京=京
師体制 を改 め、遷都 を実現す るた めの必要不可欠な過渡的な措置で あった。 これ によ り情報が
二元 化 し権 力 の分 立 をもた ら し、そ の結果 と、して、帝 と皇太子 の問 に不 和や対 立 を生 じやす
か った。 この意 味にお いて、19年 元旦、奉天殿での朝賀 の儀式 を挙行す るに先立 って、皇太子
と皇太孫 を南京か ら北京 に呼び寄せた措置は、7年 以来 の北京巡幸 と南京監国体制 を最終的 に
清算す るもので あ り、楕 円の二焦点の如 くに北京 と南京 とに分立 して いた権力 を新た に北京 に
お いて統合す る ことを象徴的 に示す出来事で あった。
かんと
第五章 「南京還都」では、北京遷都か ら数えて4年 後 に新た に即位 した洪煕帝 によ って南京
還都 の決定が下 され、北京の官庁 には再び 「行在」 の名称 が附されるに至 る歴 史的経緯 を考察
した。 ここでは、19年 正月元旦、 北京 の奉 天殿 で朝賀 の儀 式が挙行 されて遷都 が実現 した3ヶ
月後 の4月8日 に発生 した三殿焼失 の火災 か ら、洪 煕元年3月 に洪 煕帝 が南京還都 を決定す る
までの政治 過程 を一連 の もの として分析 し、遷都後 の この時期 に首都 北京 をめ ぐる地位が動揺
して いた事実 を明 らか に した。 この火災 の出火原 因については、 『太宗実録』 をは じめ 中国側
の編年史料 には明確 な記述 を欠 くが、朝鮮 の 『李朝実録』世宗巻12の 記載 によれ は、落雷 によ
る ものであった。奉天殿 は、皇帝 の 「正朝 の殿」で あ り、群 臣に向かって政令 を発す るところ
であった。 この場所が最初 に落雷 を被 った のは 当時 にあっては 「天讃」.として と らえ られ、 ま
さに非常事態で あった。火災か ら一 日をお いて10日 に、帝は文武 の群 臣に命 じて天意 を回すべ
く、被災 の原 因 とな った 自 らの政治の至 らぬ点 を逐一条陳す るよ う勅諭 を出 した。勅 を奉 じて
官僚 たちか ら出され た上奏 の多 くは、公然 と北京 遷都の不都 合 に言及 して いた。 「奉勅 陳言」
というフォーマルな機会 を与 え られて、遷都への批判が殺到 した。翰林院侍 講郷緯郷緯の 「奉
天殿災疏」 は、 よ り直戴的な表現で北京建設の問題点 を摘出 し、建設工事の停止、遷都 したば
か りの北京か ら一時南京へ の帰還 を求めていた。また北京建都の不便 を指摘す るの に最 も過激
で あった とされ る吏部主事薫儀の上奏 も、彼 の文集 『機線集』(江 西省 図書館所蔵、 『四庫 存 目
叢書』所収)に よれば、郷絹 の上奏 と同 じく帝の南京 への帰還 を求め るもので あった。 翌13
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日、帝は、天意 に応 えて20項 目か らな る民 の不便や不急 の負担 を停止す る詔を 出した。内容 を
検討す ると、そ の中には郷紺 らの提案 の多 くが取 り入れ られて いる。忽卒 に出 された感のあ る
この詔は、遷都 をめ ぐる論議が これ以上蒸 し返 され るの を避け、はやばや と幕引きを図ろ うと
す るもので あった 。実録等 を見 る限 り、これ以後 には遷都 に対す る批判が上がっていないのは、
問題が解消 されたわけではな く、永楽帝 の在位中は、帝の強権 の下で押 さえつけ られ、深 く潜
行 して いたた めで あった。その後、永楽帝はモ ンゴル親征 を積極的 に進め、20年 、21年 、22年
と、その死 に至る まで連年モ ンゴル親征 を繰 り返 している。 この時期、三殿焼 失によ り遷都 を
めぐる国内的世論の動揺が表面化する 中で、帝が執拗に親征を継続 したのは、その成功 によ り、
揺 るぎ始めた華夷両世界の 中心 としての北京の地位 に対 してあ らためて確 固 とした正当性 を附
与 しようとしたためであ った。
はかば か しい戦果 を挙げる ことな く終わった22年 のモ ンゴル 親征の帰途、楡木川 で永楽帝 が
死去 し、 代わって洪 煕帝が即位す る と、事態は急 展開を見せ た。新 しい皇帝 の下 で、す ぐさま
政治の刷新が図 られ、 南京還都 が計画 されたか らである。洪 煕元年3月28日 に、帝 は南京還都
を正式 に決定 した。 北京の中央官庁 には再び 「行 在」 の二字 が加え られ、 北京行 部 と北京行後
軍都督府 も復活 した。4月4日 には、洪 煕帝 は遷都以来荒廃 の 目立 ち始 めて いた南京皇城 の修
理を命 じた。 その翌 日に南京太監 王景弘に対 し明年春 と南京帰還 の具体的時期 が示 され た。 し
か しそれか ら数 日の11日 、帝 の容体 が急変 して翌 日、帝 は急逝 した。そ の死 は、 南京還都 の公
式決定か らわず か40日 あま りで、遺 詔の中に も南京還都 の ことが明言 されて いた。
第六章 「洪煕 か ら宣徳 へ」で は、洪 煕帝 の南京還都 の決定が、 あ とを嗣 いだ宣徳帝 のも とで
反故 にされ、 あ らためて北京定都 に向けて軌道修正 され てい く過程 を分析 した。 まず洪煕帝 が
南京還都 を決定す るに至る背景 として、永楽遷都 の時点 では漕運 な ど物流面 の改 善が未解決 の
ままに残 されて いた ことを明 らか に した。仁宗洪煕帝 は、 このために営造 と外征 に明け暮れ た
永 楽晩年の政治 の混 乱 を調整す べ く、即位 の詔 で、 「西洋」 下 りの宝船や、雲 南 ・交 阯で の金
宝や香料 の採辮、各地 の間緋課程 の廃止 を打 ち出 した。調整策 は功 を奏 して、 これが後世 「仁
宣の治」 と称 され る理 由 となった。 しか し皮 肉な ことに、帝が意 図 して いた還都 に とって は、
調整策はマイナス に作用 した。 というのは、 これ らの調整策 によ り、還都 を期待す る人 々の不
満が一定程度 吸牧 され、還都 を求 める世論 の物的基礎 を足元か ら切 り崩 し始 めたか らで ある。
洪煕帝 の死 に際 して、南京留守 のため不在で あった皇太子が急遽北京 にもどって、即位 した。
宣徳帝 の即位 当初 の政治 は、皇太后 の後見 のもと先帝 の遺詔遵守 を前面 に打 ち出 したが、南京
還都 に関 しては早 い段階か ら軌道修正が 図 られて い く。 当該時期 の実録 を繕 くか ぎ り、先帝 の
遺詔で ある南京還都決定 の取扱 いをめ ぐって朝廷で正面か ら論議がな された形跡はな い。 しか
し、南京で はな く北京 の西北 の天寿 山に洪煕帝 の献 陵を建設 したのは、還都棚上げ のための第
一段階 とな った。漢王高勲 の 「反乱」 を平定 した宣徳帝は、3年 以降南京皇城 の修理工事 の中
止す る一方、8月 重 臣を集めた会議 をへて北京行部 と行後軍都督府 の廃止 を決定 して、先帝 に
よる南京還都 の決定の反故 を次第 に明確 に して いく。 これ に先立 ち5月 に行在工部 尚書 らを四
川や湖広 に木材調達 に派遣 した のも、焼失 した三殿二宮 を再建す るた めで あった。
第七章 「北京定都」では、前章 に引き続 き宣徳か ら正統年間 に至 る三殿二宮 の再建 と、首都
空間整備 の過程 を考察 した。宣徳年間 に営造工事 を再 開す るにあた って、軍 匠の編成方法が 問
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題 とな り、工事 の主要な労働力 となる武功三衛が増設整備 された。 中央官庁では、 まず 行在礼
部が大明門の東側 に建設 された。 最初 に行在礼 部が建設され たのは、 重要な国家祭祀や 内外 の
朝観 に関係す るためで あった。 その後 、正統元 年末か ら2年 春 にかけて、 三殿 二宮や京 城九門
の城楼、及び 中央諸官庁の建設プラ ンが作 成された。乾清宮 の修復 工事 に続 き5年3月6日 に
は、奉天 ・華蓋 ・謹身三殿 と坤寧宮の再建工事 も始 まった。6年9月 に三殿 二宮 が完成 し、10
月末 日に帝は居 を大内の乾清宮 に移 した。 翌11月 朔 日、帝 は再建された奉 天殿 で初 めて群 臣の
朝賀 に臨 んだ。 奉天殿で朝政 が行 われ るのは、19年4月 の三殿火災以 後、 「正朝」 の場 を焼 け
残った奉天門 に移 していたか ら21年 ぶ りの ことで、 三殿焼 失以来の北京 の地位 をめ ぐる動揺 は
これ によ り最終的 に清算 される ことなった。 これ以後、 北京 の諸官庁 は もちろん個 々人の官 名
か ら 「行在」の名称が取 り除かれ 、北京 は名実 ともに京師 となった。
三殿 二宮の再建後 も、北京 では中央官庁 の建 設 ラッシュが続 いた。 これ まで中央官庁 は、行
在礼部 を除いて、永楽年間の巡幸時以来 の旧官 房を利用 して いた。 これ らの建物 の多 くは元 の
大都 以来の建物 を利 用 した もので、諸官庁 は城 内に無秩序 に散在 していた。 これ を大 明門の左
右 に集 中 させ、 しか も文武 の二大 系統 に振 り分けて配 置 したので都 城の象徴性 が よ り高 まっ
た。
14年(1449)に モ ンゴル親征に出陣 した英宗正統帝は、北京 の西北 にある土木墜でオイ ラー
エセン
ト部 の也先軍の捕虜 となった。 この知 らせが8月16日 夜半 に宮 中に伝 え られ る と、京師 は大混
乱 に陥った。首都防衛 をめ ぐる朝 廷の会議 では、翰林 院侍講徐理(の ちに有貞 と改名)の よう
に南遷 を提案す る者 も現 れた。 しか し人心 が動揺す る 中にあ って、南遷 の議が大 勢 とな らな
かった背景 には、 宣徳 ・正統年 間に進 め られ た宮殿や城濠 を始 め とす る首都空 間の整備 のもつ
意 味が大きかった。 この時点で は、永楽19年 の北京遷都以来すで に30年 近 い歳 月が経過 し、北
京 は首都 としての実質 を十分 に備 えつつあったか らである。
附篇 一 「明初 北京 への富 民層 強制移住 につ いて」 は、永楽帝 が北京遷都 の準備 をすすめ る
中で実施 したいわ ゆる 「富戸」移徒 の問題 につ いて考察 した。靖難 の役 によ り帝位 を纂奪 した
永楽帝 は、 南京 と北京 の両京体制創始 の直後 に、南直隷 ・漸江 ・江西な ど江南各地か ら北京へ
約3000戸 の富 民の強制 移住 を実施 した。 進士題 名碑録 や墓誌 銘等 の伝 記史料 によ りは じめて
個 々の移住 者の一部 を明 らかに して分析 を加 えた結果、対象 となった移住者 は、明会典 に見 え
る規定 とは異な り、実 際には農業経営 による大土地所有者が多 く選 出されて いた こと、彼 らは
移 住 に際 し、一族 を挙げて の移住が 強制 され てお らず、 単婚家 族や単 身で移住す る場合 が多
かった こと、新 たな移住地 は、北京城北部 の徳勝 門や安定門周辺 の地域で あ り、そ こで農業や
商業経営 によ り生計をたてた こと、-国家 は、移住者 を北京城 附郭 の宛平 ・大興両県の富戸籍 に
付 し、廟 長 として主 に官庁 の差役や物品負担 を課す一方、廟 内の行政管理的倍役の担当 を通 し
て行 政機構 の末端 に位 置づけようと した ことな どを明 らか に した。 しか し現実 には、移住者及
びそ の後喬 たちの軌 跡を辿 る ことによって明 らかな ように、国家 の苛酷な収奪の下で移住後一
世代 を経る ころよ り富戸 の逃亡や没落が 問題化 した。移住後約100年 の間 を限れば、富戸籍の進
士 合格者 の例 に見 られ るよ うに科挙 制度 を媒介 と して官僚化 す る例 も多 く、没落 と上昇 との
「両極 分解」 の過程 が進行 した。
附篇 二 「明末清 初期 の諸史料 にみ える燕王府=西 苑所在説 の再検討」では、第二章で十分
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に論及で きなか った明末清 初期 の諸史料 をもとに、燕王府=西 苑所在説の系譜 とそ の定着 した
背景 を考察 した。 明代後 半に至 って朱国禎 の 『湧憧小品』 によって燕 王府=西 苑所在説が唱え
られて以降、 清代 になる と欽定 のr日 下 旧聞考』 にも収め られ、 この説が定着 した過程 を明 ら
か にした。 とはいえ、朱国禎 が この ことを指摘 した のは万暦末年の ことであ り、そ の所説 も具
体 的な根拠 が提示 され ていたわ けではなか った。これ に対 し、『世宗実録』な どの史料 によれば、
西苑 に居を移 した嘉靖帝嘉靖帝 はも ちろん帝 の側近 くに仕える内閣大学士や翰林院 の官 によっ
て、 西苑は永楽帝 の潜邸 として ではな く永楽帝 の西宮の所在地 として認識 されて いた ことを明
らか に した。
以 上、太祖朱元璋が金陵(南 京)で 政権 を樹立 し、歴 代の王朝で は初 めて ここに国都 を置い
て全 国を統治 して以来、靖難の役 に勝利 した永楽帝 による北京昇格 による両京体 制の創始、 こ
れ に続 く三度 の北京巡幸 をへて、在位20年 目にしての北京 遷都 の断行、 あとを嗣 いだ洪煕帝の
南京還都 の決定、 さ らに正統 年間の北京定都 とい うよ うに、草創期 の明王朝の政治的 中心 は、
振 り子 のごと く南北 に揺 り戻 しを続けた。かかる揺 り戻 しの存在は、南京 を京 師 とす る体 制が
すで に固 ま りつつ あった ことや、モ ンゴル勢力を北に追 いや った漢族王朝の明朝が元朝の大都
(現 在の北京)に 都 を移 す ことの困難性 を示 している。従 って、両京体制の創始 か ら遷都 の断
行 まで の約20年 と、その直後 の三殿焼失によって引き起 こされた北京 の地位 の動揺 と南京還都
の決定か ら北京 定都 までの約20年 、 あわせ て40年 にわた る長 い歳月は、太祖以来 の南京=・京 師
体 制 を改め、モ ンゴル的な要 素 を色濃 くもっ大都 を明朝 社会が受 け入れて い く過程 で もあっ
た。
北京 遷都 の困難性 は、それ だけに とどま らなか った。そ もそ も、古代よ り黄河流域 に統一 国
家を形成 してきた中国では、三 国 ・南北朝時代以降、長江以南の河谷平野やデル タ地域 の開発
が進み、経済的重心が次第 に東南 に移動 し始 めた。五代以降北宋に至る王朝 の多 くが、都 を開
封 に定 めたのも、 こう した経済的重心 の変化 をふ まえた ものであった。そ の後、近世社会 をむ
かえる と、長城外 の北方民族が軍事的優位 のもとに遼 ・金 ・元朝 を樹立 し、農耕地域 と遊牧 ・
狩猟地域 との境界線上 に近 い現在 の北京 に都 を移 した結果、漢族 政権 は江南 に追 いや られた。
チ ャイナ サプロバ　
中華本土は、ち ょう ど黄河 と長江 の間 を流れ る准河 によ って、地理 的に北 と南 に分 ける ことが
で きる。年降水量1000ミ リを境 に、 これ を下 まわ る准河以北 は粟や 小麦 を中心 と した旱地農法
地帯で あ り、 これ を上 まわ る潅河以南は水稲 を中心 とした稲作地帯 が広が る。 この地理的差異
のほか に前述 した近世以来の歴史的要因 も加わ って、南北分裂 の政局が再現 して いた。
か くして北方民族の台頭 によ って分裂の時代 を迎えた中国社会 は、軍事 力にまさる 「北」 と
生産 力の 「南」 というよ うに政治 と経済 の分離を長期 にわたって余儀 な くされた。唐王朝滅亡
か ら数 えれば、300年 以上 にわた って続 いた こうした 「第二次南北朝」ともいわれ る分裂 の形勢
は、世祖 クビライの率いる元朝政権 によって領土 的統 一が成 し遂げ られた。 しか し、元朝治下
の90余 年間 にあ って も、社会の底辺では まだ分裂 時代 の遺 制がなお も温存 されて いた。 このた
め、南北 に引き裂かれた社 会の統 一の課 題は、 モ ンゴル支配 に終止符 を打 った明朝政権 にあ ら
ためて引き継 がれる ことになった。 南北 の境 界線上 を流れ る潅河 のほと りで生 を享 けた朱元璋
は、 まさにこの課題 を引き受けるべき宿 命を背負 って いた といえよう。
とは いえ、 潅河 上中流域 の同郷集 団 とともに南下 し、長江 をわた って南京 に根拠地 を置 き権
力 を樹立 した朱元璋政権 は、当初 「南 人政権」 として の性格 を色濃 くもっていた。皇帝権力の
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強化 は、建 国の功 臣や江南 の地主層 に支 え られた南人政権か らの脱皮 によって可能 とな る。洪
武帝が この脱皮 を正 当化す るため に掲げたのが、前 に述べた南北 に引き裂かれた社会の統一、
す なわ ち南北一体化 という課題で あった。郷里の濠州(の ちの鳳陽)を 「中都」 と命名 し、洪
武2年 か ら始 ま り8年 の突然 の中止 までつづけ られた 中都建設は、洪武帝が こうした課題の実
現 を強 く意識 して いた ことを端的 に示 して いる。 しか しなが ら、洪武帝が 中都 を建設 しよ うと
した江北地方 は、長 く続 いた南北分裂 によ り社会的 に疲弊 してお り、新た に都 を建設す るには
多大 の困難 を伴 った。洪武帝政権は、 さまざ ま制約か ら中都建設 を中途で断念 し、洪武11年 に
南京 を正式 に首都 と定 めて以降、南京=京 師体制 にあらた めて回帰 して いった。 この南京=京
師体制が十全 に機能す るた めには、北辺への軍事力の配備は不可欠で あ り、 このため晋王や燕
王 を始 めとす る諸王 の軍事的役割が重要 とな って きた ので あった。 ここに洪武 帝亡 き後の燕王
による帝位纂奪劇が胚胎す る理 由があ った。
靖難 の役で勝利 した永楽帝が進めよ うとした北京遷都は、かつて燕王府が置かれていた北京
を中心 にして、洪武帝 とは逆 に北か らの南北の一体 化 を図 るもので あった。その結果 として、
経済的重心 の東南移動 の趨勢 とは逆に、南北分裂時代 をへて拡大 した 中華世界の政治的中心 も
北徒せざ るをえなか ったので ある。北京は、 いうまで もな く南北分裂時代の 「北朝」 政権 の中
核都市で あった。'分裂以前 よ りさ らに北 に政治的中心 を移す永楽帝 の選択は、直接的 にはモ ン
ゴル皇帝 クビライ によ って建設 された元朝の大都 を継承 した ものであった。拡 大 した中華世界
が農耕社会 にと どま らず遊牧社会 をも包接す る以上、両社会の境界上の接点 に位置す る北京 が
選ばれたのは、 けだ し当然 の帰結であった。 とはい うものの、東南の経済的重 心か ら遠 く離 れ
た北方 の北京 に政治的 中心 を置 くためは、解決すべき困難な課題が残 されていた。永楽19年 の
遷都 の時点で も漕運な ど物流面の整備 は進んでお らず、奉天殿 以下三殿の焼 失に端を発 した北
京 の地位 の動揺 と、洪煕帝 によ る南京還都の決定は、その ことを示 して いる。 反面、 この経済
的重心 と北辺 に近接す る政治的 中心 とを結合 させ るべ く試み られた宣徳年間以降の漕運の整備
を始 めとす る財政 システム の確立は、銀の流通な ど内部経済 におけ る発展の契機 をもたす こと
にな った。
洪武帝政権が打 ち立てた南京=京 師体制は、政治の 中心 と経済の重心 との一致 を特徴 として
いたの に対 し、永楽遷都以後 に出来 上が った物流や 財政な どの 「北京 システム」 は、 両者 の分
離 を前提 にして いた。南北分裂 を実質的 に統一 した明朝政権 が、洪武 ・建文朝 の過渡期をへて、
永楽年間 に自ら選択 した この システムは、宣徳 か ら正統 年間 にかけて整備 され 、国家 と社会 の
乖離 を特徴 とす る中国近世社会の枠 組み もここに完 成 した。 これか ら約200年 後の1644年 に、中
国東北部で拾頭 した満洲族が長城 を越 えて中華本土 に進出する。 入関以前に満 洲族 ・モ ンゴル
族 ・漢族か らな る複合多民族政権 をすで に形成 していた清朝 も、北京 に都 を定めて明朝が造 り
上げた この北京 システム をそっ くり受け継いだ結果 、中華帝国の繁栄を18世 紀 末 まで持続 させ
ることがで きた ので ある。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は序章および本論7章 と、 附篇2篇 か ら成る。
序章では、始め に北京遷都研 究の学 説史的整理 を行い、3つ のアプ ローチに分けて紹介 し、
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その研究史 の展 開を踏 まえた うえで、2つ の課題 を設定 して いる。第一は、従来政治史的事件
として扱われ てきた北京遷都 を、正統 年間 までを視 野に入れ た初期明朝政権 の確立過程の 中に
位 置付ける ことである。特 に、靖難 の役後 の南京 ・北京 の 「両京体制」 創始(1403)→ 「北京
遷都」(1421)→ 「南京還都」(1425)→ 「北京定都」(1441)と いう紆余曲折 をへた一連の過程
に着 目し、首都北京の成立過程の全体 像を実証的 に明 らか にす る。第二は、 これ らの作業の う
えに、政治 ・経済 ・社会の全般 にわたるシステム の変更 を引き起 こした北京遷都 の歴史的意義
を、初期明朝政権の確立過程 のみな らず、元 ・明の連続性、 中国近世史 の展 開 というよ うな垂
直軸 と、東ア ジア世界の展開や諸 民族 の動 向というような水平軸の交差す る中に位置付け るこ
とで ある。
第一章では、北京 遷都 の歴史 的意義 を初期明朝史 の中に位 置づける前提 として、洪武帝晩年
のいわゆる 「北方遷都計画」 につ いて再検討 を行った。 この結果、呉晧以来 の通説 を否定 し、
11年 以降、洪武帝が南京 を首都 とした 国家体制 を確立 しよ うとしていた ことを解明 した。
第二 章で は、洪武年間以来北平(の ちの北京)に 置かれた燕 王府 につ いて考察 した。 燕王府
が、太液池東側 の元朝 の大 内宮城 を改造 した王城 と、元朝 の薫焙 をそ のまま利用 した周垣 との
二重構造か らなって いた ことな どを明 らか にした。
第三章で は、永楽北京遷都 を明朝最大プ ロジェク トと位置付 け、 関連す るさまざまな建設工
事や政治的事件 を総体 として捉え、遷都実現 に至 る過程 の全体像 を靖難の役後の復興 政策 が採
られ た前段 階、及び4つ の段階 に区分 して再構成 した。そ の際、 〈ひ と〉 と 〈もの〉の移動 に
注 目した。
第1段 階(洪 武35年7月 ～永 楽4年 閏7月)で は、永楽元年正 月に開始された両京体 制以後
の動 きを考察 した。新 た に設置 され た北京留守行後軍都督府や北京行部は、巡幸以前、遷都 プ
ロジェク トを推進す る重要な役割 を果 た した。第2段 階(永 楽4年 閏7月 ～10年3月)で は、
文武群臣の提案によ り北京 の宮殿営建 が決定 し、木材な ど資材調達が開始 される以 降の動 きを
辿った。7年 に始 まる第 一次北京巡幸 では、 山陵 「天寿 山」 の造営が決定 した。
第3段 階(永 楽10年3月 ～14年9月)で は、第二次巡幸 と、皇城矯の整備や西宮建設 につい
て考察 した。第4段 階(永 楽14年10月 ～18年12月)で は、第三次巡幸期 間に進 め られ た紫禁城
建設 につ いて考察 した。以上 の考察 の結果、遷都以前の帝の北京滞在期 間に注 目す る と、第一
次で は天寿 山造営、第二次では西宮建設、第三次では奉天殿の完成 による朝賀 の決定 と、遷都
が実現す る過程でそれぞれ重要な決定が下 されて いる。三次 にわたる巡幸期 間中には、 これ ら
の重要な決定 を、帝の独断 もしくはせ いぜ い雇従 した行在 官や近侍 の官 に謀っただ けで進 める
ことがで きた。両京体制下 にあ って北京巡幸 とい う 「装置」 自体 が、遷都 プロジェク トのイニ
シアテ ィヴを帝が確保す るうえで、極めて重要な役割 を果 た していた ことを解 明 した。
第四章では北京巡幸 中の永楽帝 と、南京で監国 として留守 をま もる皇太子 との政治面で の権
限の分割 の実態 を考察 した。 〈巡狩時宜〉や 〈留守時宜〉 の検 討 の結果、第一次 ・第 二次 と第
三次 とでは、 皇太子 監国の政治 的意味合いが変化 していた こと、遷都 を 目前 にひか えた15年 の
〈留守時宜〉 では、 事後報告 も含 めて、情報 のす べてを巡幸 先北京 の皇帝 のも とに集 中させ る
体 制の確 立を強 く企 図 していた。
第五 章では、北京 遷都 か ら数 えた4年 後 に新 たに即位 した洪煕帝 によって南京遷都 の決定が
下 され、 北京 の官庁 は再び 「行在」 の名称が 附され るにいた る経緯 を考察 し、遷都が実現 した
3ヶ 月後 の永楽19年4月 の三殿焼失 の火災か ら、洪煕元年3月 に洪煕帝が南京遷都 を決定す る
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までの政治過程 を一連の もの として分析 し、 この時期首都北京め ぐる地位が動揺 して いた事実
を明 らかに した。
第 六章では、 洪煕帝の南京 遷都 の決定 が、あ とを嗣いだ宣徳 帝の もとで反故にされ、あ らた
めて北京定都 に向けて軌道修 正されてい く過程 を分析 した。洪 煕帝が南京遷都 を決 定するにい
たる背景 として、永楽遷都 の時点 では漕運 な ど物流 面の改善が未解 決の ままに残 されていた こ
とを解 明 した。
第 七章では、宣徳 か ら正統年 間にいたる三殿二宮 の再建 と、首都 空間整備 の過程 を考察 した。
行在礼部か ら始 まる中央官庁 の建設、焼失 していた奉天等 三殿再建 の過程 を辿 った うえで、正
統6年11月 朔 日に奉 天殿 で挙行 され た朝賀 の儀式 を機 に、 北京 の諸官庁 か ら 「行在」 の名称 が
取 り除かれ、三殿焼 失以来 の北京 の地位 をめ ぐる動揺が最終 的に精算 され た ことを明 らかに し
た。
附篇一 は、永楽帝 が北京遷都 の準備 をすす める中で実施 したいわ ゆる 「富戸」移徒 の問題 に
つ いて考察 した。 国家 は富民層 か らな る移住者 を 「廟長」 として主 に官庁 の差役や物 品負担 を
課す一方、廟 内の行政管理的揺役 の担 当を通 して行政機構 の末端 に位置 づけようと した。
附篇二で は、 明末清初期 の諸史料 をもとに、燕王府=西 苑所在説 の系譜 とそ の定着 した背景
を考察 した。
以上 のように本論文 は北京 を単な る一王朝 の首都 としてで はな く、近世東 アジア世界 にお け
る漢民族世界 と非漢民族世界 の接点 として位置づ け、 これが首都 と して の地位 を確立す るまで
の過程 を検討す る ことによって、北京研究 を断代史 あるいは一国史研究 の範疇か ら解放 し、東
ア ジア多民族 世界 を研 究す る うえで のきわ めて有効 な方 法論 に まで高 める こと に成功 して い
る。序章で示 された北京遷都 を初期明朝政権の確立過程 に位置づ けるという、第一 の政治史的
過程は固 り、 中国近世史の展 開という垂直軸 と漢民族 を始 め多数の民族で構成 され る東ア ジア
世界 という水平軸 の、交差す る中に位 置づ けるという第二の課題 も、十分な成果 を得た といえ
る。よって本論文は博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有つ もの と認め られ る。
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